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令和 6 年 10 月 23 日提供 

 

第2回鉄炮鍛冶屋敷企画展 

「生誕 200周年記念 井上関右衛門壽次（ひさつぐ） 

－歴史を遺した最後の堺鉄炮鍛冶－」 

を開催します 

 

堺市では、本年 3 月に開館した鉄炮鍛冶屋敷（町家歴史館井上関右衛門家住宅）で企画展「生誕 200 周

年記念 井上関右衛門壽次－歴史を遺した最後の堺鉄炮鍛冶－」を開催します。 

井上家第 11 代当主関右衛門壽次（ひさつぐ）（文政 7 年〔1824〕～明治 41 年〔1908〕）は、幕末、明治

の激動の時代を生き抜き、最後の堺鉄炮鍛冶となった人物です。壽次は、父の急死を受けて数え年 2 歳で家業を継

ぐと、井上関右衛門家の存続の危機を乗り越え、やがて堺鉄炮鍛冶のなかで最も多くの大名・旗本と取引をするまで

に成長しました。明治時代には、鉄炮の製造を続けながら、火薬販売や醤油製造などに家業を多角化し、井上関右

衛門家の存続を図りました。鉄炮鍛冶屋敷には、鉄炮製造の歴史を伝える 2 万点を超える古文書をはじめとした資

料が伝えられていますが、これは偶然ではなく、壽次が意図的に整理して遺したものと考えられます。 

本年は、壽次の生誕から 200 年を迎えます。このことを記念し、本企画展では壽次愛用の鉄炮図柄の目貫が付け

られた刀などを初公開します。その他、壽次が遺したさまざまな資料を通して、井上関右衛門家や堺鉄炮鍛冶の歴史

をたどり、後世に歴史を伝えようとした彼の想いに迫ります。 

 

1 企画展名 

第 2 回鉄炮鍛冶屋敷企画展 

生誕 200 周年記念 井上関右衛門壽次－歴史を遺した最後の堺鉄炮鍛冶－ 

 

2 開催期間 

令和 6 年 11 月 20 日（水）～令和 7 年 2 月 11 日（火・祝） 

 

3 場所 

鉄炮鍛冶屋敷 （堺市堺区北旅籠町西 1 丁 3-22） 

 

4 展示構成（初公開資料は下線） 

第 1 章 鉄炮鍛冶としての最盛期 

井上関右衛門家存続の危機を経て、堺鉄炮鍛冶で最多の取引数を誇るようになった壽次の実績を紹

介します。 

（展示資料）「壽次」命名書、エンフィールド銃 など 



 

第 2 章 転換の時代を生き抜く 

 明治時代以降、堺鉄炮鍛冶を取り巻く変化と壽次による家業の多角化について紹介します。 

 （展示資料）大小銃並弾薬類売買免許書、井上関右衛門猟銃製造の引札 など 

第 3 章 歴史を遺した最後の堺鉄炮鍛冶 

 壽次が遺した資料を通して、後世へ歴史を伝えようとした彼の想いに迫ります。 

 （展示資料）鉄炮図柄目貫の刀、井上家家訓草案 など 

第 4 章 文化人としての壽次 

 茶の湯や生け花など、壽次がたしなんだ文化的な趣味を紹介します。 

 （展示資料）壽次作和歌短冊、竹製花器 など 

  〈主な展示資料〉 

 

5 関連イベント 

（1）専門家と井上家当主による対談「ひさつぐさんを語る」 

日 時 令和 6 年 12 月 7 日（土）午前 10 時 30 分から、午後 2 時から（1 時間程度） 

場 所 鉄炮鍛冶屋敷 

費 用 無料（別途入館料は必要） 

定 員 各回 20 人 

申 込 

11 月 4 日（月・祝）午前 10 時から先着順。 

氏名と電話番号を、電話・FAX（072-224-1155〔電話・FAX 共通〕）かメール
（info@sakai-machiyamuseums.com）のいずれかの方法で町家歴史館へ。 

登壇者 
藪田  貫  氏（関西大学名誉教授・兵庫県立歴史博物館館長） 

井上 俊二 氏（井上家当主・鉄炮鍛冶屋敷史談会会長） 

内 容 

井上関右衛門家資料の調査を長年にわたり主導してきた藪田名誉教授と、壽次の曾孫にあたる

井上俊二氏による対談を通して、古文書から明らかになった壽次の功績や、井上家で語り継がれて

きた壽次に関するエピソードなどを交えて、「ひさつぐさん」の人となりを語ります。 

 

 

  

エンフィールド銃 

幕末に西洋から輸入された洋式銃です。火縄ではなく

「雷管」とよばれる起爆剤で着火します。この時期、壽

次も洋式銃の試作に着手しています。 

鉄炮図柄目貫の刀【初公開】 

目貫とは刀身と柄（つか）を固定する金具です。持ち主

好みのデザインが施されることが多く、壽次が愛用したとさ

れる刀には、鉄炮の図柄が使われています。 
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（2）担当学芸員によるミニ講座 

日 時 令和 7 年 1 月 18 日（土）午前 11 時から、午後 1 時から（1 時間程度、2 回とも同じ内容） 

場 所 鉄炮鍛冶屋敷 

費 用 無料（別途入館料は必要） 

定 員 各回 20 人 

申 込 

11 月 4 日（月・祝）午前 10 時から先着順。 

氏名と電話番号を、電話・FAX（072-224-1155〔電話・FAX 共通〕）かメール
（info@sakai-machiyamuseums.com）のいずれかの方法で町家歴史館へ。 

 

（3）担当学芸員による展示解説 

日 時 令和 6 年 12 月 1 日（日）午前 11 時から、午後 1 時から（30 分程度、2 回とも同じ内容） 

場 所 鉄炮鍛冶屋敷 

費 用 無料（別途入館料は必要） 

定 員 各回 10 人 

申 込 当日午前 10 時から受付で整理券を先着順で配布 

 

6 鉄炮鍛冶屋敷 施設概要 

開館時間 午前 10 時～午後 5 時（入館は 4 時 30 分まで） 

休館日 火曜日（祝日の場合は翌日）、12 月 29 日～1 月 3 日 

入館料 

500 円（20 人以上の団体は 400 円） 

※中学生以下、堺市内に住所を有する 65 歳以上の方、障害のある方とその介護者は無料（障
害者手帳など証明書の提示が必要） 

アクセス 
阪堺電気軌道阪堺線「高須神社」停留場より西へ約 300m 

南海本線「七道」駅より東へ約 300 m 

 

問
い
合
わ
せ
先 

担 当 課：文化観光局 歴史遺産活用部 文化財課 

電 話：072-228-7198 

フ ァ ッ ク ス：072-228-7228 
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